
 

福井県議会傍聴規則 
 

                公  布 昭和34年３月２日 福井県議会規則第１号 

                最終改正 令和７年３月19日    〃   第２号 

（目的） 

第１条 この規則は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３０条第３項の規定に基づき、

会議等の傍聴に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（傍聴席の区分） 

第２条 傍聴席は、一般席および報道関係者席に分ける。 

 

（傍聴人の定員） 

第３条 一般席の傍聴人の定員は、１１８人（車いす席２人を含む。）とする。 

 

（傍聴券等の交付） 

第４条 会議を傍聴しようとする者は、傍聴券または傍聴証の交付を受けなければならない。 

 

（傍聴券） 

第５条 傍聴券（様式第１号）は、会議当日傍聴人受付で先着順により交付する。 

２ 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴券に記載された日に限り傍聴することができる。 

 

（傍聴券への記入） 

第６条 傍聴券の交付を受けようとする者は、傍聴券に住所および氏名を記入しなければならない。 

 

（傍聴証） 

第７条 傍聴証（様式第２号）は、報道関係者で議長が必要と認める者に交付する。 

２ 傍聴証の交付を受けようとする者は、あらかじめ傍聴証交付申請書（様式第３号）を議長に提

出しなければならない。 

３ 傍聴証の交付を受けた者（以下「傍聴証交付者」という。）は、当該年度を通じて傍聴するこ

とができる。 

４ 傍聴証交付者が報道業務等を行う場合は、第１４条ただし書の許可があったものとみなす。 

 

（傍聴人の入場） 

第８条 傍聴人が入場しようとするときは、指定の入口で傍聴券または傍聴証を係員に提示しなけ

ればならない。 



 

 

（傍聴券等の提示） 

第９条 傍聴人は、係員から要求を受けたときは、傍聴券または傍聴証を提示しなければならない。 

 

（傍聴券等の返還） 

第１０条 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴を終え退場しようとするときは、これを返還しなけれ

ばならない。 

２ 傍聴証交付者は、次に掲げる場合は、傍聴証を返還しなければならない。 

 ⑴ 当該年度が終わったとき。 

 ⑵ 第７条第１項に規定する報道関係者に該当しなくなったとき。 

 

（議場への入場禁止） 

第１１条 傍聴人は、議場に入ることができない。 

 

（傍聴席に入ることができない者） 

第１２条 次に該当する者は、傍聴席に入ることができない。 

⑴ 銃器その他人に危害を加えるおそれのある物を携帯している者 

⑵ ビラ、幕、たすきその他の議場に現在する者に対して威勢を示すために使用されるおそれが

あると認められる物を携帯し、または着用している者 

⑶ 前２号に規定する物のほか、会議を妨害し、または他の傍聴人の傍聴を妨害するおそれがあ

ると認められる物を携帯している者 

⑷ 酒気を帯びていると認められる者 

⑸ その他会議を妨害することが明らかであると認められる者 

２ 議長は、必要と認めるときは、傍聴人に対し、係員をして前項第１号から第３号までに規定す

る物を携帯しているか否かを質問させることができる。 

３ 議長は、前項の質問を受けた者がこれに応じないときは、その者の入場を禁止することができ

る。 

 

（傍聴人の守るべき事項） 

第１３条 傍聴人は、傍聴席にあるときは、次の事項を守らなければならない。 

⑴ 静粛にすること。 

⑵ 議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明し、または議場に現在

する者に対して威勢を示さないこと。 

 



 

⑶ 携帯電話端末その他音を発する機器は、音を発しないようにすること。 

⑷ 飲食をしないこと。 

⑸ その他会議を妨害し、または他の傍聴人の傍聴を妨害するような行為をしないこと。 

 

（写真、動画等の撮影および録音等の禁止） 

第１４条 傍聴人は、傍聴席において写真、動画等を撮影し、または録音等をしてはならない。た

だし、特に議長の許可を得たときは、この限りでない。 

 

（係員の指示） 

第１５条 傍聴人は、全て係員の指示に従わなければならない。 

 

（違反に対する措置） 

第１６条 傍聴人がこの規則に違反するときは、議長はこれを制止し、その命令に従わないときは、

これを退場させることができる。 

 

（委員会における傍聴） 

第１７条 委員会を傍聴しようとする者（傍聴証交付者を除く。）は、あらかじめ委員会傍聴申込

書（様式第４号）を委員長に提出しなければならない。 

２ 第２条から第５条まで、第７条第３項および第４項、第９条、第１０条ならびに第１２条から

第１６条までの規定は、委員会の傍聴について準用する。この場合において、次の表の上欄に掲

げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとす

る。 

 

第３条 １１８人（車いす席２人

を含む。） 

特別な事情がある場合を除き、委員会室

において委員会を開く場合にあっては８

人、全員協議会室において委員会を開く

場合にあっては１２人 

第４条、第１２条第１項第３号

および第５号ならびに第１３条

第５号 

会議 委員会 

第５条第１項 傍聴券（様式第１号） 傍聴券（様式第５号） 

会議当日傍聴人受付で

先着順により交付 

第１７条第１項に規定する申込をした者

に対し、委員会当日に交付 

第１０条第１項および第１６条 退場 退室 



 

第１２条第１項第２号 議場 委員会室または全員協議会室 

第１２条第２項および第３項、

第１４条ならびに第１６条 

議長 委員長 

第１２条第３項 入場 入室 

第１３条第２号 議場 委員会室もしくは全員協議会室 

第１５条 係員 委員長および係員 

 

 （協議等の場における傍聴） 

第１８条 福井県議会会議規則（昭和４８年福井県議会規則第１号）第１２９条第１項に規定する

協議または調整を行うための場（福井県議会議員の政治倫理に関する条例（平成１９年福井県条

例第５４号）第６条第１項に規定する福井県議会政治倫理審査会を除く。）（以下「協議等の場」

という。）は、議員のほか、協議等の場の代表者の許可を得た者に限り、傍聴することができる。 

 

（電子情報処理組織による通知） 

第１９条 第７条第２項および第１７条第１項の規定にかかわらず、これらの規定による議長また

は委員長（以下この条において「議長等」という。）に対して行われる通知については、議長が

定めるところにより、議長が定める電子情報処理組織（議長等の使用に係る電子計算機（入出力

装置を含む。以下この条において同じ。）とその通知の相手方の使用に係る電子計算機とを電子

通信回線で接続した電子情報処理組織をいう。以下この条において同じ。）を使用する方法によ

り行うことができる。 

２ 前項の電子情報処理組織を使用する方法により行われた通知については、当該通知に関するこ

の規則の規定に規定する方法により行われたものとみなして、当該通知に関するこの規則の規定

を適用する。 

３ 第１項の電子情報処理組織を使用する方法により行われた通知は、当該通知を受ける者の使用

に係る電子計算機に備えられたファイルへの記録がされた時に議長等に到達したものとみなす。 

 

（その他） 

第２０条 この規則に定めるもののほか、会議等の傍聴に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規則は、公布の日から施行し、昭和３４年２月２７日から適用する。 

２ 福井県議会傍聴人取締規則（昭和２４年制定）は、廃止する。 

附 則（昭和４６年議会規則第１号） 

この規則は、昭和４６年４月１日から施行する。 



 

附 則（昭和５７年議会規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和６２年議会規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１５年議会規則第１号） 

この規則は、平成１５年６月１日から施行する。 

附 則（平成１７年議会規則第１号） 

この規則は、平成１８年１月１日から施行する。 

附 則（平成１９年議会規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２５年議会規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

   附 則（平成２７年議会規則第１号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現に傍聴証の交付を受けている者は、改正後の福井県議会傍聴規則第７条

第２項の規定による交付の申請をしたものとみなす。 

   附 則（平成２８年議会規則第２号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現に福井県議会議員の政治倫理に関する条例（平成１９年福井県条例第５

４号）第６条第１項の規定に基づき設置されている福井県議会政治倫理審査会については、この

規則による改正後の第１８条の規定を適用する。 

附 則（平成３１年議会規則第１号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則による改正前の福井県議会傍聴規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調

整をして使用することができる。 

附 則（令和３年議会規則第２号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 



 

 （経過措置） 

２ この規則による改正前の福井県議会傍聴規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調

整をして使用することができる。 

附 則（令和５年議会規則第１号） 

 （施行期日） 

 この規則は、令和５年３月８日から施行する。 

附 則（令和６年議会規則第２号） 

（施行期日） 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年議会規則第２号） 

（施行期日） 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 


